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	2019年3月期 決算説明資料
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	不採算店閉店等の販管費削減が寄与し、営業赤字幅が縮小、EBITDAが黒字転換。
	加工工場を主とする共用資産の一部を減損。将来の減損リスクの低減と加工工場の早期収益化に向けて財務面での整理を行う。
	2019年3月期は以下の通り、重点施策・中期施策に取り組んできた。
	不採算店の撤退を実施した他、足もとは既存店自体の成長も堅調。2018年11月以降、既存店売上高は前年越えを記録している。
	既存店の客数・客単価も堅調に推移している。
	店舗で利用できる「オイスターピースクラブ（OPC）会員数」も順調に拡大。�業績の底上げに寄与。
	スライド番号 10
	既存店の伸びなどにより増収増益を実現する見通し。
	スライド番号 12

